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　　微風速 の測定
一室内空氣の流動をどうして測るか一

6
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　　　助敦授　（建築）

夏は凍しく．aSt　1　墜Ls寂を，便宅でも脳陽でも望まない人はない．われわれの現脚ま雨露をしの

ぐだけで，ほとんど戸外と塵りない2ころか，もつと悪い條酵で生活Lている・震は風温しよく，

冬ぽ隙間嵐のないととが箪一の遮築的繊である．それては建物内の風はどんな方法で測るPS．

1は　し　が　ぎ

　室内の室氣の洗動は，多には1rO（m／sec）を越えれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら不快なだけでなく風邪もひく・また室内からでる室氣の

もつてでる熱が大きな損失になる．一方高温多漁なわが

國では夏には自然の風を取り入れて蒸し暑さをし⑳ぐ必

要がある・しかし，あまり風通しがよすぎても，ほこり

が入り，紙片がとび，髪の毛をかきむしられて落ちつか

ない．3（m／sec）以上は不適當であろう．また温度の差

による流動は1（m／sec）以下が多い．このような室内塞

氣の流動について研究するために，低速度の室氣の流れ

を測る必要がある．測定の方法を研究するには一定の微

風速を得ることがまず問題になる・風洞或は室内でア”・…

ムを回鱒さぜる方法によつてこのような微風速を得る

こと鉢困難である・また假りにできたとしても風速1

（m／sec）で澱睡はすでに水桂o．05（㎜）であつてマ

ノメt－’ターで測りうる限度に達している．このような場

合は，断面の攣化する流路を作り，噺面の小さい所邸ち

風速の速い所でその風速に適した風速計または流量計で・

その断面の4均速度またば流量を計り，流量から所要の’

風速を噺面積に逆比例して求める以外に方法がない．著

者が試みたCO，・濃度減小による流量測定方法の概要と

これに關蓮して微風速計としてのカタ寒暖計が工學方面

ではあまり利用されていないので，簡軍に紹介したいと

思う．

2　CO2による流速測定とカタ寒暖計

　第1圖のように流路にCO2混合察氣の入つた箱を置

いて，一定量の室氣を流せばCO2の濃度が減少する．

箱内を適當に麗搾してCO2の濃度分布が均一になる

よ5にすれば濃度減少は
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　　　＿斐L∫
　　　　V　＿．＿．．．．．．．．＿．．＿．．．．＿（1）Ct＝Cve

この式でCo　Ctはそれぞれ最初とt時間後のCO2濃

→ o

　　　　　　　第1圖　流　　路

度，Aは蜥面積，〃は籔面Aの卒均室氣速度，Vは箱の

隆積である．これから速度Uが求められる．このよ5な

場合，CO2箱内のce，・濃度分布は麗絆をしないと均一

にならない．均一であるかどうかわかるように，箱の中

央部，上，申，下，の3鮎から，流量に封して無視し得

る量のCO2混合室氣を　CO2分析用干渉計（理研計器

株式會肚製）にそれぞれ導いてCO2濃度を讃む．干渉

計は操作が非常に簡輩で，eのよ5な濃度墜化を測るの

に適している．

　カタ寒暖計＊妹第2圖に示すよ5な形のもので，人盤、

に封する室氣條件の尺度にするためL．Hi11が1916年

に考案したものである・100cF（37．8℃）と95°F（35．0℃）

の目盛がしてあつて，この問のアルコ…ルの入つた球部

の冷却時聞を測る．

　　　　　　第2圖カタ寒暖計

アルコール球の濫度が一糠とみなせるな一らば，冷却は

　　・、＋（・。一・。）〆毒）’Ψ．＿（2），

　　　　　　　　　、

「
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　匁だし，eo，　etはそれぞれ球の初めとt時間後の温度，

　・θOは室i氣の温度，Eは辮蓬ii率，　A，　C，ρ，　Vは順次に

　球の表面積，比熱，密度，艦積を表わし，又，tは勿論

　時間である．

　　θoからθTに降下する時間をT（sec）とし，亭均温

　度をφとすれば，球からのT秒間の放熱量は
　　　　　W㌔＝EA　（φ一一　ea）　T．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（3）

　　（2）式から

　　　　　φ一θa＝C．ρ．V（θo－eT）／E．　A．　T・＿＿（4）

　　（KF）≡≡（）・　P・V（θo一θT）！A　〈Millical／cm2）がカタ率と

　名付けられ，カ．タ塞暖計の場合はθo＝37・8°C，　eT＝35・0℃

　で個々の寒暖計に，それぞれ記入されている・また，

　H三1？V／ATa＝（KF）／Tをカタ冷却力と呼んでV’・る．カタ寒

　暖計に甥しL．Hi11は實用式として

　　　　　v＞1　（m／sec）　　E＝＝O．13十〇．47　～！7－

　　、　　v〈1（　〃　）』E　・O．20　十〇．40～！hii一

　式中uは風速（m／sec）である．また，φ　＝＝　36・5℃と

’　し

　　　　　．e二36．5一θαとおいて

　　　　　；：1：m男翻二識τ1ト（5）

，によつて風速Uを與えている．

　第1圖Aの位置に第3圖のよ5にカタ塞暖計をおき，

　これによる風速とCO2によるものとを實験によつて比

　鮫した結果を以下に述べる．　　　　　　　　　　，

’

」、2、A L、／H

第3圖　流入口のカタ寒暖計の位置

3賓験の結果

　CO2箱内を擬搾することは好ましくないからなるべく

欝かに箱の中の室氣を撮絆して濃度を均一にした．カタ

寒暖計は市販のもので，（KF・）も記入してある籔値を使

つた．

　CO2濃度減少と時間，溌速の關係は第4圏のようた．

孚野敷方眠紙上で直線になる．またカタ塞暖計による風

速と比較すると第5圖のようになり，およそ直線的關係

がある．

佛5

」
飼

一」昭～偽ご

1

10　鼻

”洩2㌘

x
聯「

・十

’魅

十 7

e　’

e
K01

、㊤

、 ．勤
竪

串
o

過

暢 d2　　．滋9　　脚　　卿0 劾倣）
日寺間

pa　4圖　CO，）濃度，時間，流速の關係

∠0

　循轟

　06

峯

陽

o

r

02　　と24　　乙26　　06　　／0

　002による髄脇ジ

　　　　　第5圖　カタ塞暖計との比較

以上の結果から，CO，・による流量測定は測定装置の改

良，麗搾をしない方法などによつて實験誤差をさらに少

くすれば，低流速測定微風速計の検定方法の一つとして1

充分役立つものと思う．（1949・8・27）

　　　　　　　　　丈　　　献
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